
(57)【要約】

【課題】ランプのゆらぎを防止し、観察画像のちらつき

を防止する。

【解決手段】ランプ２６が発した光は生体内の被観察体

を照射する。照射された被観察体の画像を、微小時間毎

に取り込み、微小時間毎に観察画面に表示する。ランプ

２６が発した光の出力状態をランプハウス２５に設けら

れた光センサ７０によって微小時間内に少なくとも１度

は検知する。ランプ電源２０はランプ２６にランプ電流

を流し、ランプ２６はランプ電流に応じて光を発する。

ランプ電流は光センサ７０が検知した検出値に基づいて

、微小時間内に少なくとも１度はランプ電流を調整する

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 観 察 体 に 照 射 す る た め の 照 明 光 を 発 す る 光 照 射 手 段 と 、
前 記 照 明 光 が 照 射 さ れ た 前 記 被 観 察 体 の 画 像 を 微 小 時 間 毎 に 取 り 込 み 前 記 微 小 時 間 毎 に 前
記 画 像 を 画 面 に 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と 、
前 記 光 照 射 手 段 か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 出 力 状 態 を 前 記 微 小 時 間 内 に 少 な く と も １ 度 は 検
出 す る 光 セ ン サ と 、
前 記 光 照 射 手 段 に 発 光 電 流 を 供 給 し 、 前 記 光 照 射 手 段 か ら 前 記 発 光 電 流 に 応 じ た 照 明 光 を
発 せ さ せ る 電 流 供 給 手 段 と 、
前 記 光 セ ン サ の 検 出 値 に 基 づ い て 、 前 記 微 小 時 間 内 に 少 な く と も １ 度 は 前 記 発 光 電 流 を 調
整 す る 光 量 調 整 手 段 と を 備 え る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 光 量 調 整 手 段 が 、 予 め 設 定 さ れ る 閾 値 に 基 づ い て 前 記 発 光 電 流 を 調 整 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 光 セ ン サ が 、 前 記 光 照 射 手 段 か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 出 力 状 態 を 、 前 記 照 明 光 の 光 量
を 測 定 す る こ と に よ り 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 光 照 射 手 段 に よ っ て 発 光 が 開 始 さ れ た 後 に 前 記 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 光 量
の 所 定 時 間 内 の 平 均 を 求 め る こ と に よ っ て 閾 値 が 設 定 さ れ 、
前 記 光 量 調 整 手 段 が 、 前 記 閾 値 に 基 づ い て 前 記 発 光 電 流 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 光 量 調 整 手 段 が 、 前 記 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 光 量 が 前 記 閾 値 よ り 大 き く な
る と 、 前 記 発 光 電 流 を 減 少 さ せ 、 前 記 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 光 量 が 前 記 閾 値 よ
り 小 さ く な る と 前 記 発 光 電 流 を 増 加 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 光 照 射 手 段 が 前 記 微 小 時 間 内 に 少 な く と も ２ 色 の 光 を 色 毎 に 順 次 前 記 被 観 察 体 に 供 給
し 、
前 記 電 流 供 給 手 段 が 、 前 記 光 の 色 が 変 更 さ れ た と き に 前 記 発 光 電 流 を 色 に 応 じ た 所 定 値 に
設 定 し 、
前 記 光 セ ン サ が 前 記 微 小 時 間 内 に お い て 、 前 記 色 毎 に 少 な く と も 一 度 は 前 記 光 の 出 力 状 態
を 検 出 し 、
前 記 光 量 調 整 手 段 が 、 前 記 微 小 時 間 内 に お い て 、 前 記 光 セ ン サ の 検 出 値 に 基 づ い て 、 前 記
色 毎 に 少 な く と も １ 度 は 前 記 発 光 電 流 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視
鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 ラ ン プ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ が 設 け ら れ 、 ラ ン プ の 光 が 照 射 さ れ た 生 体
内 の 被 観 察 体 の 画 像 が Ｃ Ｃ Ｄ に よ っ て 捉 え ら れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ に よ っ て 捉 え ら れ た 画 像 は 、 モ
ニ タ 画 面 上 に 表 示 さ れ 、 そ の 表 示 さ れ た 観 察 画 像 に よ っ て 生 体 内 の 状 況 が 把 握 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ラ ン プ が 例 え ば 、 キ セ ノ ン ラ ン プ で あ る 場 合 、 生 体 内 に 照 射 す る ラ ン プ の 光 量 は 、 ラ ン プ
に 流 す 電 流 を 一 定 に 保 っ た と し て も 、 ア ー ク 放 電 の 変 動 な ど に よ り 非 常 に 短 い 周 期 で 変 動
す る 。 こ の ラ ン プ 光 量 の 短 い 周 期 で の 変 動 で あ る 「 ゆ ら ぎ 」 は 、 観 察 画 像 に も 反 映 さ れ る

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-337278 A 2004.12.2



の で 、 観 察 画 像 の 光 量 も 非 常 に 短 い 周 期 で 変 動 し 、 観 察 画 像 に ち ら つ き が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 光 源 ラ ン プ の 経 時 変 化 に よ る 光 量 変 動 を 制 御 す る 手 段 と し て は 、 光 源 ラ ン プ の 出 力
状 態 を 検 出 す る 光 セ ン サ を 光 源 装 置 に 設 け 、 こ の 光 セ ン サ の 検 出 値 に 基 づ い て 光 源 ラ ン プ
の 絞 り を 駆 動 す る 構 成 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ８ １ ８ ６ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 の 構 成 で は 、 例 え ば キ セ ノ ン ラ ン プ で 発 生 す る 「 ゆ ら ぎ 」 の よ う に ラ ン プ 光
量 が 非 常 に 短 い 周 期 で 変 動 す る 場 合 に は 、 光 量 調 整 を す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 ラ ン プ 光 量 の 短 い 周 期 で の 変 動 に
合 せ て ラ ン プ の 光 量 調 整 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 被 観 察 体 を 照 射 す る た め の 照 明 光 を 発 す る 光 照 射 手 段 と
、 照 明 光 が 照 射 さ れ た 被 観 察 体 の 画 像 を 微 小 時 間 毎 に 取 り 込 み 微 小 時 間 毎 に 画 像 を 画 面 に
表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と 、 光 照 射 手 段 か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 出 力 状 態 を 微 小 時 間 内 に 少
な く と も １ 度 は 検 出 す る 光 セ ン サ と 、 光 照 射 手 段 に 発 光 電 流 を 供 給 し 、 光 照 射 手 段 か ら 発
光 電 流 に 応 じ た 照 明 光 を 発 せ さ せ る 電 流 供 給 手 段 と 、 光 セ ン サ の 検 出 値 に 基 づ い て 、 微 小
時 間 内 に 少 な く と も １ 度 は 発 光 電 流 を 調 整 す る 光 量 調 整 手 段 と を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 ラ
ン プ 光 の 「 ゆ ら ぎ 」 に よ る 観 察 画 面 の ち ら つ き を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
光 量 調 整 手 段 は 、 予 め 設 定 さ れ る 閾 値 に 基 づ い て 発 光 電 流 を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 例
え ば 、 光 セ ン サ は 、 光 照 射 手 段 か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 出 力 状 態 を 、 照 明 光 の 光 量 を 測 定
す る こ と に よ り 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
光 照 射 手 段 に よ っ て 発 光 が 開 始 さ れ た 後 に 、 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 光 量 の 所 定 時 間
内 の 平 均 を 求 め る こ と に よ っ て 閾 値 が 設 定 さ れ る 場 合 、 光 量 調 整 手 段 は 、 閾 値 に 基 づ い て
発 光 電 流 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
例 え ば 、 光 量 調 整 手 段 は 、 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 光 量 が 閾 値 よ り 大 き く な る と 、 発
光 電 流 を 減 少 さ せ 、 光 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 光 量 が 閾 値 よ り 小 さ く な る と 発 光 電 流 を
増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
光 照 射 手 段 は 微 小 時 間 内 に 少 な く と も ２ 色 の 光 を 色 毎 に 順 次 被 観 察 体 に 供 給 す る 場 合 、 電
流 供 給 手 段 は 、 光 の 色 が 変 更 さ れ た と き に 発 光 電 流 を 色 に 応 じ た 所 定 値 に 設 定 し 、 光 セ ン
サ は 微 小 時 間 内 に お い て 、 色 毎 に 少 な く と も 一 度 は 光 の 出 力 状 態 を 検 出 し 、 光 量 調 整 手 段
は 、 微 小 時 間 内 に お い て 、 光 セ ン サ の 検 出 値 に 基 づ い て 、 色 毎 に 少 な く と も １ 度 は 発 光 電
流 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 内 視 鏡 光 源 装 置 １ ０ を 示 す 。 操 作 パ ネ ル １ １ に は 、
ラ ン プ ス イ ッ チ １ ２ 等 の ス イ ッ チ 類 が 設 け ら れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ８ 、 Ｒ Ａ Ｍ
１ ９ 、 フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ １ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 類 が 操 作 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５
に ス イ ッ チ 情 報 が 送 ら れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ は 、 操 作 パ ネ ル １ １ か ら 送 ら れ て き た ス イ ッ チ 情
報 や Ｒ Ｏ Ｍ １ ８ や Ｒ Ａ Ｍ １ ９ に 格 納 さ れ て い る 情 報 に 基 づ い て ラ ン プ 電 源 ２ ０ を 制 御 す る
。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ は 、 ラ ン プ ２ ６ か ら 発 光 さ れ た 光 を 調 光 す る た め の 絞 り ２ ８ と Ｒ Ｇ Ｂ
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フ ィ ル タ ４ ２ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
シ ス テ ム 電 源 ３ ５ に は 、 商 用 電 源 （ Ａ Ｃ 電 源 ） か ら 入 力 電 圧 （ 例 え ば １ ０ ０ Ｖ ） が 供 給 さ
れ る 。 入 力 電 圧 は シ ス テ ム 電 源 ３ ５ に よ っ て 直 流 電 圧 に 変 換 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 基 準 電 圧
（ 例 え ば ５ Ｖ ） を 供 給 す る 。 ラ ン プ 電 源 ２ ０ に は 駆 動 電 圧 （ 例 え ば Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ ） が 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ラ ン プ 電 源 ２ ０ は ラ ン プ ハ ウ ス ２ ５ 内 の ラ ン プ ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ラ ン プ ２ ６ は 例 え
ば キ セ ノ ン ラ ン プ で あ っ て 生 体 内 を 照 ら す 照 明 光 用 光 源 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に ラ ン プ ２ ６ の 光 路 上 に は 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ２ ７ 、 ハ ー フ ミ ラ ー ４
３ 、 絞 り ２ ８ 、 Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ４ ２ が 順 に 配 置 さ れ て い る 。 ラ ン プ ２ ６ が 発 し た 光 は 、 赤
外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ２ ７ に よ っ て 赤 外 線 が カ ッ ト さ れ る 。 赤 外 線 が カ ッ ト さ れ た 光 は 、 一
部 は ハ ー フ ミ ラ ー ４ ３ で 反 射 し 、 一 部 は ハ ー フ ミ ラ ー ４ ３ を 透 過 す る 。 ハ ー フ ミ ラ ー ４ ３
を 透 過 し た 光 は 、 絞 り ２ ８ に よ っ て 光 量 が 制 御 さ れ 、 Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ４ ２ に よ っ て ３ 色 （
Ｂ 、 Ｇ 、 Ｒ ） の 色 が 微 小 時 間 （ 例 え ば １ ６ ｍ ｓ ｅ ｃ ） 毎 に 順 次 ラ イ ト ガ イ ド ４ １ （ 図 １ 参
照 ） に 送 ら れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ４ ２ の そ れ ぞ れ の 色 の 透 過 領 域
は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ラ イ ト ガ イ ド ４ １ に 送 ら れ た 光 は 、 内 視 鏡 （ 図 示 せ ず ） の 挿 入 部 の 先 端 部 （ 図 示 せ ず ） に
送 ら れ 、 色 毎 に 被 観 察 体 に 照 射 さ れ る 。 光 が 照 射 さ れ た 被 観 察 体 の 画 像 は 、 微 小 時 間 毎 に
内 視 鏡 内 （ 図 示 せ ず ） に 設 け ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 色 毎 に 取 り 込 ま れ る 。 色
（ Ｂ 、 Ｇ 、 Ｒ ） 毎 に Ｃ Ｃ Ｄ に よ っ て 取 り 込 ま れ た 画 像 は 、 一 旦 メ モ リ （ 図 示 せ ず ） に 格 納
さ れ る 。 メ モ リ に 一 旦 格 納 さ れ た 色 （ Ｂ 、 Ｇ 、 Ｒ ） 毎 の 画 像 は 、 生 体 内 を 観 察 す る た め の
画 面 （ モ ニ タ ） （ 図 示 せ ず ） に 微 小 時 間 毎 に 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 微 小 時 間 で １ 周 期 の
Ｂ Ｇ Ｒ の 光 を 被 観 察 体 に 照 射 す る こ と に よ り 得 ら れ た 画 像 は １ フ ィ ー ル ド の 画 像 で あ り 、
そ の １ フ ィ ー ル ド の 画 像 が 連 続 的 に 画 面 に 表 示 さ せ ら れ る こ と に よ り 、 そ の 画 像 は 動 画 と
な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ハ ー フ ミ ラ ー ４ ３ で 反 射 し た 光 は 、 光 セ ン サ ７ ０ に 送 ら れ 、 光 セ ン サ ７ ０ は 、 そ の 光 を 基
に 被 観 察 体 に 送 ら れ る ラ ン プ 光 量 を 検 知 す る こ と が で き る 。 ラ ン プ 光 量 は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 送
ら れ Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ 、 ラ ン プ 光 量 値 （ Ｌ ｂ 、 Ｌ ｇ 、 Ｌ ｒ ） と な る 。 こ こ で 、 光 セ ン サ ７ ０
は 、 微 小 時 間 内 に 少 な く と も １ 度 は 、 Ｂ Ｇ Ｒ の そ れ ぞ れ の 光 量 を 検 知 し 、 微 小 時 間 内 に そ
れ ぞ れ の 色 に 対 応 し た ラ ン プ 光 量 値 （ Ｌ ｂ 、 Ｌ ｇ 、 Ｌ ｒ ） が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
再 び 図 １ を 参 照 す る 。 シ ス テ ム 電 源 ３ ５ の 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 基 準 電 圧 が
印 加 さ れ る と と も に ラ ン プ 電 源 ２ ０ に 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 基 準 電 圧 が 印
加 さ れ る と 、 シ ス テ ム 全 体 が ス タ ー ト ア ッ プ さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に よ っ て 例 え ば 光 源 装 置 １
０ に 接 続 さ れ て い る 内 視 鏡 （ 図 示 せ ず ） の デ ー タ 等 が 読 み 込 ま れ 、 そ の デ ー タ が Ｒ Ａ Ｍ １
９ に 格 納 さ れ る 。 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に よ っ て 初 期 設 定 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
初 期 設 定 動 作 は 、 ラ ン プ 電 源 ２ ０ 、 Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ４ ２ お よ び 絞 り ２ ８ に 対 し て 行 わ れ る
。 つ ま り 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ８ や Ｒ Ａ Ｍ １ ９ に 格 納 さ れ た デ ー タ に 基 づ き 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に よ っ て Ｒ
Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ４ ２ が 始 点 位 置 に 設 定 さ れ と と も に 、 ラ ン プ ２ ６ の 光 量 を 制 御 す る た め の 絞
り ２ ８ が 開 放 位 置 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に ラ ン プ 点 灯 動 作 時 の ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 お よ び ラ ン プ 点 灯 信 号 の 挙 動 を 示 す 。 ラ ン
プ 点 灯 指 示 信 号 は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ か ら ラ ン プ 電 源 ２ ０ に 向 け て 出 力 さ れ 、 ラ ン プ 点 灯 信 号 は ラ
ン プ 電 源 ２ ０ か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 向 け て 出 力 さ れ る 。 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 お よ び ラ ン プ 点 灯
信 号 は 初 期 状 態 に お い て は ハ イ レ ベ ル に 設 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 初 期 設 定 動 作 終 了 後 、 ラ ン プ ス イ ッ チ １ ２ が 押 さ れ る と 、 ラ ン プ ス イ ッ
チ １ ２ か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に ス イ ッ チ 情 報 が 送 ら れ る 。 ス イ ッ チ 情 報 が 送 ら れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １
５ か ら 、 ラ ン プ 電 流 制 御 値 が Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ７ に 送 ら れ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ７ か ら 、 ラ ン プ
電 流 制 御 値 に 基 づ い た ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 が ラ ン プ 電 源 ２ ０ に 出 力 さ れ る 。 そ し て 、 そ の
ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 に よ っ て 、 ラ ン プ 電 源 ２ ０ に 流 れ る ラ ン プ 電 流 （ 発 光 電 流 ） は 初 期 値
（ Ｉ ｂ 、 Ｉ ｇ 、 Ｉ ｒ ） と な る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ は 、 ス イ ッ チ 情 報 が 入 力 さ れ る と 、 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 を ロ ー レ ベ ル に 反 転 さ
せ る 。 ラ ン プ 電 源 ２ ０ は 、 ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 が ロ ー レ ベ ル に 反 転 さ せ ら れ た こ と に よ っ
て 、 ラ ン プ 点 灯 動 作 を 行 い 、 ラ ン プ ２ ６ を 点 灯 さ せ る 。 ラ ン プ 電 源 ２ ０ は 、 ラ ン プ ２ ６ が
点 灯 し ラ ン プ 電 流 が ラ ン プ ２ ６ に 流 れ る と 、 ラ ン プ 点 灯 信 号 を ハ イ レ ベ ル か ら ロ ー レ ベ ル
に 反 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 ラ ン プ 点 灯 後 の 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム を 説 明 す る 。 点 灯 さ れ た ラ ン プ ２ ６ の ラ ン プ 光
量 は 色 毎 に 異 な る の で 、 ラ ン プ ２ ６ に 流 れ る ラ ン プ 電 流 は ラ ン プ ２ ６ が 発 す る 光 の 色 に 応
じ て 異 な る 。 し た が っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ は 色 毎 に ラ ン プ 電 流 が 異 な る よ う に 、 ラ ン プ 電 流 制
御 値 を 変 動 さ せ て 、 ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 を 色 毎 に 変 動 さ せ て い る 。 こ こ で 、 ラ ン プ ２ ６ 点
灯 直 後 の そ れ ぞ れ の 色 に 対 応 す る ラ ン プ 電 流 が 初 期 値 （ Ｉ ｂ 、 Ｉ ｇ 、 Ｉ ｒ ） と な る よ う に
、 ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 は 初 期 値 （ Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） 、 Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、 Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｒ ） ） に
設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ラ ン プ 点 灯 後 、 ラ ン プ 電 流 が 初 期 値 で あ る と き に 、 所 定 時 間 内 に お け る そ れ ぞ れ の 色 （ Ｂ
、 Ｇ 、 Ｒ ） の 光 セ ン サ ７ ０ で 検 知 さ れ た 光 量 値 の 平 均 値 （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｇ
） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｒ ） ） が 算 出 さ れ る 。 光 量 値 の 平 均 値 が 算 出 さ れ た 後 、 光 量 の 「 ゆ ら ぎ 」
を 防 止 す る た め の ラ ン プ 電 流 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は ラ ン プ 電 流 制 御 の 詳 細 を 示 す 。 ラ ン プ 光 量 の 平 均 値 が 算 出 さ れ た 後 、 図 ４ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 は 初 期 値 で あ る Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） に 制 御 さ れ た ま ま で あ り
、 ラ ン プ ２ ６ に 初 期 値 で あ る ラ ン プ 電 流 （ Ｉ ｂ ） が 流 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ラ ン プ ２ ６ は
そ れ に 応 じ た 光 量 （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） ） の 光 を 発 す る 。 し か し 、 図 ４ （ ｂ ） の α １ 間 に 示 す
よ う に ラ ン プ ２ ６ は ア ー ク 放 電 の 変 動 等 に よ り 、 そ の 光 量 は 一 定 せ ず 、 例 え ば 徐 々 に Ｌ ａ
ｖ ｅ （ ｂ ） よ り 大 き な 光 量 で 光 を 発 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 光 セ ン サ ７ ０ は 一 定 の 間 隔 で ラ ン プ ２ ６ の 光 量 を 検 知 す る 。 す
な わ ち 、 例 え ば 、 Ｂ Ｇ Ｒ が 微 小 時 間 （ Ｉ ） で １ 周 期 す る 間 に ９ 回 （ ｂ １ ～ ｒ ３ ） 、 つ ま り
各 色 ご と に ３ 回 ず つ ラ ン プ ２ ６ の 光 量 を 取 り 込 む 。 こ こ で 、 ｂ １ の タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま
れ た ラ ン プ 光 量 情 報 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 送 ら れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ で は ラ ン プ 電 流 制 御 値 が そ の ラ
ン プ 光 量 値 に 基 づ き 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ラ ン プ 電 流 制 御 値 は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に 入 力 さ れ る 光 量 値 が 平 均 値 （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） ） よ り 大 き
い と き に は 減 少 さ せ ら れ 、 そ れ に 伴 い 、 ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 お よ び ラ ン プ 電 流 は α ２ 間 の
よ う に 減 少 し 、 ラ ン プ 光 量 も 減 少 す る 。 ラ ン プ 光 量 が 減 少 す る と 、 ｂ ２ の タ イ ミ ン グ で 得
ら れ る 光 量 値 は Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） よ り 例 え ば 小 さ く な る 。 光 量 値 が Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） よ り 小 さ
い と き に は 、 ラ ン プ 電 流 制 御 値 は 増 加 さ せ ら れ る の で 、 そ れ に 伴 い ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 お
よ び ラ ン プ 電 流 は α ３ 間 の よ う に 増 加 し 、 ラ ン プ 光 量 も 増 加 す る 。 こ の 操 作 は Ｂ の 光 の 照
射 が 終 了 す る ま で 繰 り 返 さ れ る 。 Ｂ の 光 の 照 射 が 終 了 す る と 、 Ｇ の 光 が Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、
Ｉ ｇ （ 初 期 値 ） に 基 づ い て 発 せ ら れ る 。 Ｇ の 光 に お い て も Ｂ の 光 と 同 様 の 操 作 が 繰 り 返 さ
れ る 。 Ｇ の 光 の 照 射 が 終 了 す る と 、 次 に Ｒ の 光 が 同 様 に 照 射 さ れ る 。 Ｂ Ｇ Ｒ の 光 の 照 射 の
１ 周 期 は 、 微 小 時 間 （ Ｉ ） （ １ フ ィ ー ル ド 目 ） で 行 わ れ る 。 こ の 微 小 時 間 で の 光 の 照 射 が
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終 わ る と 、 微 小 時 間 （ Ｉ Ｉ ） の 期 間 で も 、 １ フ ィ ー ル ド 目 と 同 様 の 操 作 が 行 わ れ 、 こ の 操
作 は ラ ン プ 消 灯 指 示 が あ る ま で 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 微 小 時 間 内 に 色 毎 に 数 回 、 光 の 出 力 状 態 を 検 出 し 、 そ の
検 出 さ れ た 出 力 状 態 に 基 づ き そ の 微 小 時 間 内 に そ れ ぞ れ の 色 に 対 応 し た ラ ン プ 電 流 を 調 整
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は ラ ン プ ２ ６ の 光 量 に 基 づ き ラ ン プ 電 流 を 調 整 し 、 ラ ン プ の 光 量
値 を 閾 値 （ 平 均 値 ） （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｒ ） ） に で き る だ け
近 づ け よ う と す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 微 小 時 間 毎 （ １ フ ィ ー ル ド 毎 ） の 被 観 察 体 に 照
射 さ れ る ラ ン プ 光 量 を ほ ぼ 一 定 に し て い る 。 こ れ に よ り 、 そ れ ぞ れ の フ ィ ー ル ド の 画 像 の
光 量 は 略 同 一 と 成 り 、 １ フ ィ ー ル ド の 画 像 の 集 合 体 で あ る 動 画 に は 光 量 の ば ら つ き に よ る
ち ら つ き が ほ と ん ど 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ は 本 実 施 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 ス テ ッ プ １ ０ ０ で ラ ン プ ス イ ッ チ が 押 さ れ る
と 、 ス テ ッ プ １ １ ０ で は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に よ っ て 、 ス イ ッ チ 情 報 に 基 づ い て ラ ン プ 電 流 制 御 値
が Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ７ に 送 ら れ 、 ラ ン プ 点 灯 後 の ラ ン プ 電 流 が 初 期 値 （ Ｉ ｒ ， Ｉ ｇ ， Ｉ ｂ ）
と な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ １ ２ ０ で は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に よ っ て ラ ン プ 点 灯 指 示 信 号 が ロ ー レ ベ ル に 反 転 さ せ ら れ
、 ラ ン プ 電 源 ２ ０ で は ラ ン プ ２ ６ の 点 灯 動 作 が 行 わ れ る 。 ス テ ッ プ １ ３ ０ で は 、 ラ ン プ 点
灯 信 号 が ロ ー レ ベ ル に 反 転 し た か 否 か を 判 定 さ れ 、 信 号 が 反 転 し た と 判 定 さ れ る と 、 す な
わ ち ラ ン プ ２ ６ が 点 灯 し た と 判 断 さ れ る と ス テ ッ プ １ ４ ０ に 進 む 。 信 号 が 反 転 し て い な い
と 判 定 さ れ る と 、 す な わ ち ラ ン プ ２ ５ が 点 灯 し て い な い と 判 断 さ れ る と ス テ ッ プ １ ４ １ で
操 作 パ ネ ル １ １ に 警 告 が 表 示 さ れ 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト は 終 了 す る 。 ス テ ッ プ １ ４ ０ で は 、
そ れ ぞ れ の 色 の 光 の 平 均 光 量 が 測 定 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 色 の 光 の 平 均 光 量 が 算 出 さ れ れ ば
、 ス テ ッ プ １ ５ ０ で 平 均 光 量 を 用 い て ラ ン プ 電 流 制 御 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
平 均 光 量 の 測 定 フ ロ ー チ ャ ー ト は 図 ６ に 示 す 。 ス テ ッ プ ３ ０ ０ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ 内 に あ る
Ｂ Ｇ Ｒ の 光 量 を 格 納 す る た め の レ ジ ス タ が 初 期 化 （ ０ に 設 定 ） さ れ る 。 ス テ ッ プ ３ １ ０ で
は 、 Ｂ の 光 の 光 量 が セ ン サ ７ ０ に よ っ て 測 定 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ で Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ 光 量 値 と
し て レ ジ ス タ の Ｂ に 加 算 さ れ る 。 ス テ ッ プ ３ ２ ０ で は 、 Ｇ の 光 の 光 量 が 測 定 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ
変 換 さ れ た 光 量 値 が レ ジ ス タ の Ｇ に 加 算 さ れ る 。 ス テ ッ プ ３ ３ ０ で は 、 Ｒ の 光 の 光 量 が 測
定 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ た 光 量 値 が レ ジ ス タ の Ｒ に 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス テ ッ プ ３ ４ ０ で は レ ジ ス タ へ の そ れ ぞ れ の Ｂ Ｇ Ｒ の 光 量 値 の 加 算 が １ ０ 回 完 了 し た か 否
か が 判 定 さ れ 、 １ ０ 回 完 了 し た と 判 定 さ れ れ ば 、 ス テ ッ プ ３ ５ ０ に 進 み 、 １ ０ 回 完 了 し て
い な い と 判 定 さ れ れ ば 、 ス テ ッ プ ３ １ ０ に 戻 る 。 ス テ ッ プ ３ ５ ０ で は 、 レ ジ ス タ に 加 算 さ
れ た １ ０ 個 の 光 量 値 が １ ０ で 割 ら れ る こ と に よ り 、 光 量 値 の 平 均 値 （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） ） が
算 出 さ れ る 。 ス テ ッ プ ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ で も 同 様 に し て Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｒ ） が
算 出 さ れ 、 平 均 光 量 測 定 フ ロ ー は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ラ ン プ 電 流 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 ７ に 示 す 。 ス テ ッ プ １ ５ ０ で ラ ン プ 電 流 制 御 が 開 始
さ れ る と 、 ス テ ッ プ １ ６ ０ で は ま ず Ｂ の 光 が 被 観 察 体 に 照 射 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｂ の 光 は 、
Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） に 基 づ い て 発 せ ら れ る 。 Ｂ の 光 の 照 射 が 開 始 さ れ る と 、 ス テ ッ プ １ ７ ０ で
は 光 セ ン サ ７ ０ に よ っ て ラ ン プ ２ ６ の Ｂ の 光 の 光 量 値 （ Ｌ ｂ ） が 検 出 さ れ る 。 ス テ ッ プ １
８ ０ で は 光 量 値 （ Ｌ ｂ ） が ス テ ッ プ ３ ５ ０ で 算 出 さ れ た Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） と 比 較 さ れ る 。 こ
こ で 、 Ｌ ｂ が Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） よ り 小 さ い と ス テ ッ プ １ ９ ５ に 進 み 、 Ｌ ｂ が Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ）
よ り 大 き い と ス テ ッ プ １ ９ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ １ ９ ５ で は 、 Ｌ ｂ と Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） の 差 が
算 出 さ れ 、 そ の 差 に 比 例 し て ラ ン プ 電 流 制 御 値 が 増 加 さ せ ら れ 、 ラ ン プ 電 流 も 比 例 し て 増
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加 す る 。 ス テ ッ プ １ ９ ０ で は Ｌ ｂ と Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） の 差 が 算 出 さ れ 、 そ の 差 に 比 例 し て ラ
ン プ 電 流 制 御 値 が 減 少 さ せ ら れ 、 ラ ン プ 電 流 も 比 例 し て 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ス テ ッ プ ２ ０ ０ で は Ｂ の 光 の 照 射 が 終 了 し た か 否 か が 判 定 さ れ 、 照 射 が 終 了 し た と 判 定 さ
れ る と 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ に 進 み 、 照 射 が 完 了 し て い な い と 判 定 さ れ る と 、 ス テ ッ プ １ ７ ０
に 戻 り 同 様 の 操 作 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ス テ ッ プ ２ ０ ０ で Ｂ の 光 の 照 射 が 完 了 す る と ス テ ッ プ ２ １ ０ で Ｇ の 色 の 光 の 照 射 が 開 始 さ
れ る 。 Ｇ の 光 は Ｖ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） に 基 づ い て 発 す る 。 Ｇ の 光 の 照 射 が 開 始 さ れ る と 、 ス テ ッ
プ ２ ２ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ５ ０ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ７ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ０ ０ と 同 様 の 制 御 が 行
わ れ る 。 Ｇ の 光 の 照 射 が 完 了 す る と 、 ス テ ッ プ ２ ６ ０ で は Ｒ の 光 の 照 射 が 開 始 さ れ ス テ ッ
プ ２ ７ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ９ ０ で ス テ ッ プ １ ７ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ０ ０ と 同 様 の 制 御 が 行 わ れ る 。
ス テ ッ プ ２ ９ ０ で 、 Ｒ の 光 の 照 射 が 完 了 し た と 判 定 さ れ る と 、 ス テ ッ プ ２ ９ １ に 進 む 。 ス
テ ッ プ ２ ９ １ で は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ に ス イ ッ チ 情 報 が 入 力 さ れ た か 否 か が 判 定 さ れ 、 ス イ ッ チ 情
報 が 入 力 さ れ た と 判 定 さ れ る と 、 ス テ ッ プ ２ ９ ２ に 進 み ラ ン プ ２ ６ が 消 灯 さ せ ら れ る 。 ス
テ ッ プ ２ ９ １ で ラ ン プ 情 報 が 入 力 さ れ て い な い と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ １ ６ ０ に 進 み 、 ス
テ ッ プ １ ６ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ９ １ が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 １ フ ィ ー ル ド ご と に 色 ご と に ３ 回 ず つ ラ ン プ ２ ６ の 光 量 を 取 り 込
み 、 す べ て の 色 に つ い て 同 じ 回 数 光 量 を 制 御 す る 構 成 を 示 し た が 、 例 え ば 、 １ フ ィ ー ル ド
ご と に 光 量 を 取 り 込 み 制 御 す る 回 数 を 、 Ｒ は ３ 回 、 Ｇ 、 Ｂ を １ 回 と す る よ う に 、 Ｒ の 光 量
を 取 り 込 み 制 御 す る 回 数 を Ｇ ， Ｂ の 光 量 を 取 り 込 み 制 御 す る 回 数 よ り 多 く し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ れ は 、 Ｃ Ｄ Ｄ の 感 度 は 、 Ｒ ＞ Ｇ ＞ Ｂ の 順 で あ り 、 Ｒ の 光 を 照 射 し て い る と き に ラ ン プ の
光 量 が 変 化 す る と 光 の ゆ ら ぎ を よ り 多 く 感 じ る 。 し た が っ て 、 他 の 色 に 比 べ Ｒ の み の 光 量
の 制 御 精 度 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 画 面 上 の 明 る さ の 増 減 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が で
き る か ら で あ る 。 さ ら に 、 光 量 制 御 を Ｇ 、 Ｂ の 光 に つ い て は 行 な わ ず に 、 Ｒ の 光 に つ い て
の み 行 う 構 成 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 光 量 値 の 平 均 値 （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （
ｒ ） ） を ラ ン プ 点 灯 後 に １ 度 の み 算 出 さ れ る 構 成 を 示 し た が 、 定 期 的 （ 例 え ば １ 分 ご と ）
に 平 均 光 量 の 測 定 を 行 い 、 光 量 値 の 平 均 値 （ 閾 値 ） （ Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｂ ） 、 Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｇ ） 、
Ｌ ａ ｖ ｅ （ ｒ ） ） を 定 期 的 に 再 設 定 す る 構 成 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ８ に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の ラ ン プ ハ ウ ス 、 絞 り お よ び Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ の 構 成 を 示 す
。 本 実 施 形 態 の ラ ン プ ハ ウ ス ８ ５ 内 に は ラ ン プ ８ ６ 、 赤 外 線 フ ィ ル タ ８ ７ 、 反 射 板 ８ ０ お
よ び 光 セ ン サ ９ ０ が 設 け ら れ る 。 ラ ン プ ８ ６ が 発 し た 光 は 赤 外 線 フ ィ ル タ ８ ７ で 赤 外 線 が
除 去 さ れ た 後 、 絞 り ９ １ 、 Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ ９ ２ を 介 し て ラ イ ト ガ イ ド （ 図 示 せ ず ） に 送 ら
れ る 。 こ こ で 、 赤 外 線 フ ィ ル タ ８ ７ と 絞 り ９ １ の 間 に は 、 ラ ン プ が 発 す る 光 の 光 路 の 端 に
反 射 板 ８ ０ が 設 け ら れ る 。 反 射 板 ８ ０ は 入 射 さ れ た 光 を 全 反 射 さ せ る 。 反 射 板 ８ ０ で 反 射
し た 光 は 、 光 セ ン サ ９ ０ に 入 射 し 、 光 セ ン サ ９ ０ で は 入 射 し た 光 量 に 基 づ い て ラ ン プ ８ ６
の 光 の 出 力 状 態 が 検 知 さ れ る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 し た
が っ て 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て も 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 光 セ ン サ ９ ０ で 検 知 し た ラ
ン プ の 出 力 状 態 を ラ ン プ 電 流 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 で は 、 ラ ン プ 光 量 の 増 減 を 微 小 時 間 内 に ラ ン プ 電 流 の 増 減 に 反 映 さ せ
る こ と に よ り 、 ラ ン プ 光 の 「 ゆ ら ぎ 」 に よ る 画 面 上 の 明 る さ の 増 減 を 減 少 さ せ る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 ラ ン プ ハ ウ ス 、 絞 り お よ び Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ を 示 す 。
【 図 ３ 】 ラ ン プ 点 灯 時 の 信 号 の 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 ラ ン プ 電 流 制 御 電 圧 （ ａ ） 、 ラ ン プ 光 量 （ ｂ ） 、 光 セ ン サ に よ る 光 量 取 り 込 み タ
イ ミ ン グ （ ｃ ） を 示 す 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ６ 】 平 均 光 量 の 測 定 フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ７ 】 ラ ン プ 電 流 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の ラ ン プ ハ ウ ス 、 絞 り お よ び Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 内 視 鏡 光 源 装 置
１ ２ 　 ラ ン プ ス イ ッ チ
１ ５ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
２ ０ 　 ラ ン プ 電 源
２ ６ 　 ラ ン プ
７ ０ 　 光 セ ン サ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2004-337278 A 2004.12.2



专利名称(译) 内窥镜系统

公开(公告)号 JP2004337278A 公开(公告)日 2004-12-02

申请号 JP2003135528 申请日 2003-05-14

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 根岸清

发明人 根岸 清

IPC分类号 G02B23/26 A61B1/06

FI分类号 A61B1/06.A G02B23/26.B A61B1/00.550 A61B1/06.610 A61B1/06.612 A61B1/07.730

F-TERM分类号 2H040/CA04 4C061/NN01 4C061/RR02 4C061/RR03 4C061/RR24 4C161/NN01 4C161/RR02 4C161
/RR03 4C161/RR24

代理人(译) 松浦 孝

其他公开文献 JP4390475B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：防止灯泡波动并防止观察图像闪烁。 解决方案：灯26发
出的光照亮了活体内要观察的物体。 每分钟拍摄一次要观察的被照射物
的图像，并每分钟显示在观察画面上。 由灯26发出的光的输出状态由设
置在灯壳25中的光学传感器70在一分钟内至少检测一次。 灯电源20将灯
电流施加到灯26，并且灯26根据灯电流发光。 灯电流基于光传感器70检
测到的检测值，在一分钟内至少一次调整灯电流。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c7f4c424-e6f0-456e-9d21-e4416dad1290
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033525765/publication/JP2004337278A?q=JP2004337278A

